











































































































危機、「萌芽」は1963年 1 月のアメリカ訪問、第 8 巻「激流」は1963年11月のケネ
ディ大統領暗殺事件、第10巻「幸風」は1965年 8 月のアメリカ訪問、第11巻「常




















































































































































ド”、第19巻「陽光」は1974年 3 月～ 4 月のアメリカ訪問、第20巻「信義の絆」は
1975年 1 月のアメリカ訪問、第21巻「SGI」は1975年 1 月の第 1 回「世界平和会
議」、第22巻「潮流」は1975年 7 月のハワイ訪問、第30巻「雄飛」は1980年 9 月～
10月のアメリカ訪問と1981年 1 月～ 3 月のアメリカ訪問、「暁鐘」は1981年 6 月～


















































































































































































































ャックされた旅客機 2 機がニューヨークの世界貿易センタービルに突っ込み、 1 機
─　　─99
宮川真一　池田大作の仏教的アメリカ観




















































































































































































































































































6 ） 　池田大作はこの事件に対し、「人間主義」平和構想を提唱している（宮川 2007）。
7 ） 　池田大作の人間主義は「仏教的人間主義」と呼ぶことができる（宮川 2017）。池田の
ソ連・ロシア観と中国観も、この人間主義を基調としている（宮川 2009、2020）。









































Hammond, Phillip and David Machacek （1999） Soka Gakkai in America: Accomodation 




教育部学会編『創立者池田大作先生の思想と哲学 第 1 巻』、第三文明社、167-93。
────（2009）「ロシア─『全人性』の母なる大地──池田大作先生のソ連・ロシア観」
『通信教育部論集』12：69-87。
────（2017）「現代世界における文明論的パラダイム・シフト──『仏教的人間主義』
の可能性」『通信教育部論集』20：69-84。
─　　─108
通信教育部論集　第24号（2021年 8 月）
────（2020）「池田大作の『人間主義』的中国観──小説『新・人間革命』が描く『金
の橋』」『通信教育部論集』23：121-36。
ラダクリシュナン、N．（2018）「インド ガンジー研究評議会議長 N・ラダクリシュナン博士
（インダビュー）」『聖教新聞』2018．9．11：2。
